
平成３０年度
教育学部プロジェクト推進支援事業

ポスター発表会
日時 平成３１年２月１８日(月)１回目 １３:３０～・２回目 １４:４５～

場所 総合教育研究棟（教育系）Ｅ２３・Ｅ２７

１回目 １３：３０～１４:３０

・新学習指導要領を踏まえた附属学校との連携による家庭科教育に関する地域が 石橋 和子 E27
元気になる教材開発

・幼・小・中一貫した数学的活動を通したカリキュラム開発に関する研究(第2年次) 山崎 浩二 E27
－主として「図形」領域を中心に－

・特別支援学校のセンター的機能による学校組織のエンパワメント促進 佐々木 全 E27

・幼少の学びをつなぐ ―接続期カリキュラムの作成（試案）― 髙橋 文子 E27

・附属学校と公立・私立学校の実践研究に関する連携の開発（３） 東 信之 E27
－知的障害特別支援学校におけるキャリア教育の協働的追求を通じて－

・中学校理科・数学科におけるアクティブ・ラーニングの開発と評価（理科編） 久坂 哲也 E27
－メタ認知的支援を組み込んだ授業設計－

・中学校理科・数学科におけるアクティブ・ラーニングの開発と評価（数学編） 中村 好則 E27
－ＩＣＴ活用したアクティブ・ラーニングの授業設計－

２回目 １４：４５～１５：４５

・小中一貫で育む体育的思考力の育成 菅原 純也 E27

・先端教科・領域等の実践と普及に関する研究 宮川 洋一 E27
－小学校プログラミング教育の実践研究を通じて－

・生徒の主体的参加を促す「考え、議論する」道徳教育プログラムの開発（２） 宇佐美 公生 E27

・知的障害特別支援学校に在籍する児童生徒のコミュニケーション能力を効果的に 髙橋 円 E27
促す支援システムの開発

－アクティブ・ラーニングに必要な言語領域に焦点を当てて－

・学校安全教育・防災教育における附属中学校との連携 麥倉 哲 E27

・社会参画の意識を高めるための授業づくり 七木田 俊 E27
－「当事者」として考えるまちづくり

・法学的視点を醸成させる授業づくり－中学生に求められる法的リテラシーの探求－ 菊地 洋 E27

・総合的な学習の時間を核とした教科横断的授業の構想 中村 正成 E27
－新聞を活用したＮＩＥの実践－

・総合的な学習の時間を中心としたグローカル人材を育成する単元構想 関戸 裕 E27

・効果的なアクティブ・ラーニングを実践するために必要な基礎力に関する知見を 池田 泰子 E27
幼児教育現場に還元する試み

～作成したリーフレットの有効性の検証および情報収集～

・ユニバーサルデザイン化された支援内容の系統性についての探求 佐々木 全 E23
－幼稚園における支援内容と小中学校における支援内容との縦断的関連－

・小学校外国語科・外国語活動におけるＣＬＩＬの単元開発 ホールジェームズ E23

・異校種間の接続教育及び一貫教育のあり方について 附属学校改革専門委員会 E23

・小学校の専科制のあり方について 附属学校改革専門委員会 E23

・小規模・複式教育に資する教育実習カリキュラムの開発 附属学校改革専門委員会 E23
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